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上野美恵子

（中央区） 

 

井芹栄次 

（東区） 

事前に提出さていた要望項目

は、全部で 57 件。そのうち半分

以上が「対応済」「対応予定」との

回答。多くの要望に対して速やか

に誠実に対応していただきまし

た。ただ、道路改善は高齢者の方

の要望が多く、元気なうちに改修

をして欲しいと切実な声が寄せ

られました。 

身近な道路・河川等の改善、予算を増やし安心安全な街へ！ 

住民の切実な声に応えて 

すみやかな対応を 

７月 18 日、「熊本市民連絡会」
の皆さんと土木センター交渉を行
い、地域住民からも約 50 人が参
加。身近な道路・河川等の改善を求
めて要望しました。事前に提出さ
れた要望事項に沿って、調査され
た内容が報告されました。 

【
控
室
か
ら
】 

 
 

 
 

い
せ
り 

栄
次 

 
 

「
老
後
崩
壊
」
に
な
ら
な
い
た
め
に 

 

選
挙
後
、
疲
れ
が
溜
ま
ỵ
た
の
か
「
ぎ
ỵ
く
り
腰
」

を
起
こ
し
て
し
ま
い
、
鍼
灸
に
通
い
ま
し
た
が
、
二

週
間
ほ
ど
大
変
痛
い
思
い
を
し
ま
し
た
。 

 

連
れ
合
い
は
、
公
民
館
主
催
の
真
向
法
講
座
、
英

会
話
教
室
、
知
人
の
陶
芸
教
室
に
せ
ỵ
せ
と
通
ỵ
て

い
ま
す
。「
あ
な
た
も
、
ち
Ỷ
ん
と
日
常
的
に
身
体
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
せ
ん
と
い
か
ん
よ
」
と
お
小
言
。 

 

九
二
歳
に
な
る
義
母
は
認
知
が
進
ん
で
デ
イ
ケ

ア
、
シ
ἂ
ổ
ト
ス
テ
イ
の
利
用
な
ど
何
と
か
自
宅
介

護
で
し
の
い
で
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
支
え
る
家
族
の

負
担
は
大
変
で
す
。
連
れ
合
い
も
時
々
見
守
り
に
行

き
ま
す
が
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
家
庭
は
確
実
に
増

え
て
い
き
ま
す
。 

熊
本
市
は
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防

の
取
り
組
み「
第
９
期
く
ま
も
と
は
つ
ら
つ
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
す
が
、
身
近
な
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ổ
の

廃
止
計
画
も
あ
り
、
本
気
度
が
問
わ
れ
ま
す
。 

 
な
に
よ
り
老
後
も
生
き
生
き
活
躍
す
る
た
め
に
、

物
価
高
騰
の
中
で
も
安
心
で
き
る
生
活
保
障
が
必
要

な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

熊本市民連と党市議団で地域の要望を各土木センターへ届けました 

【要望への対応】 

・対応済   …5 件 

・対応予定 …31 件 

・検討中  …10 件 

・不可    …4 件 

・その他   …2 件 

・県の管轄  …5 件 

高規格道路優先でなく、生活道路の安全対策を 

 道路の拡幅などは用地買収の問題もありすんなりとはいかな

いのは理解できるが、まず住民の安心安全な暮らしこそ重要で

す。高規格道路の整備ではなく、地域に密着した道路の改善こそ

市民生活の安全のために優先すべきです。 

公衆トイレを残してほしい…JR 武蔵ケ丘駅に隣接する公衆トイ

レは防犯や老朽化で、撤去も含めて検討中との回答に、ぜひ残し

てきれいなトイレにしてほしいと強い要望がありました。 

引き続き、要望は下記の「党市
議団」へお寄せください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本市庁舎建替え問題    上野みえこ議員が「庁舎特別委員会」で問題点を指摘 

県庁より新しい市役所の建替えがなぜ必要でしょうか？ 

日本共産党熊本市議会だより 2023 年 7 月 23 日号（№1331） 

まともに議論されたとは思えない「耐震性能分科会」 「建替えの方針」市長の独断で決めるべきでない 

有識者会議の結論「耐震性能が不足」には納得できない 

別委員会も開かれることなく、

6 月 9 日に市長は「建替の方向

ですすめる」と表明しました。 

 総事業費 430 億円、市政の重

要課題で市民の関心の高い「市

庁舎の建替え」は市長が独断で

決めるべきではありません。 

 

大型投資による過大な借金は、後年度の負担に 告示波の解析は「新築」が対象 

 有識者会議・耐震性能分科会

は、「告示波による応答解析が基

準を超えているので耐震性能に

問題がある」と結論しています。

しかし、告示波による解析を規定

した「告示 1461 号」は、新築の

超高層建築物に適用されるもの

で、熊本市役所のような既存建築

物は対象外です。 

 この規定で耐震不足と断定す

る根拠にはなりません。 

 

 

 

地下連壁は「耐震壁」であり 

効果を考慮すべき 

 地下連壁は、「竣工図」に「短

期荷重時（地震時）には耐震壁

として利用できる」と明記され

ています。また、1970 年代以降、

大手建設会社は、土留壁は恒久

構造物として施工し技術評定

を取得しています。 

1981 年竣工の市役所本庁舎

の地下連壁は、耐震効果のある

恒久建築物と考えるべきです。 

 

 

 

 「中期財政見通し」では、市

役所を建替えた場合、歳出の投

資的経費（建設費）が 220 億円

以上増え、一方歳入では市債

（借金）が 220 億円増加、差引

収支は均衡します。しかし、市

債の返還は猶予期間の後、20～

25 年かけて借金を返済してい

きます。後年度の財政の大きな

負担となります。 

 整備費を節約しようと思え 

ば、東京の豊島区・渋谷区などの

ように、大規模な開発事業とし

て行い、マンション・商業施設等

と一体の高層ビル建設・大規模

開発になります。熊本城の目の

前に、このような開発をすすめ

ていいでし 

ょうか。 

 非公開で行われた有識者会

議・耐震性能分科会の議事録の

公開を求めると、「不開示」の決

定通知が来ました。「不開示」理

由として「会議における未成熟

な議論をそのまま公開すること

は、市民に誤解を与え、混乱を

生じさせる」と書かれています。

あり 

建替え根拠である「耐震性能」

の検証が、市民に見せられない

「未成熟な議論」でいいのでし

ょうか。あまりにいい加減です。 

 審議内容が公開されない耐震

性能分科会の結論で、建替えを

すすめるべきでなく、議事録を

直ちに公開すべきです。 

 

 「耐震性能を満たしていない

ので建替えが必要」という有識

者会議答申が出されたのが、5

月 30 日。その日のうちに市長

へ答申書が渡されました。 

 その後、答申についての市民

への説明もなく、市議会庁舎特 

1967年に竣工した熊本県庁より新しい熊本市役所（1981年竣工）をなぜ壊して建替えるのか、市民の率直な疑問です。 

 


